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＊本号の表紙は、2012年 3月 8日にドイツの Saale地方の Naumburgの駅で撮影した。

Antidiskriminierung des Bundes（連邦反差別局）のポスターで、“Vielfalt statt Einfalt  

Gemeinsam für Gleichbehandlung”（一様性ではなく多様性を。みんなで平等な扱いを）

というモットーの横にムスリムの服装をした女性の写真が載っている。本号刊行直前に、

ベルリンでテロが起きた。移民に開かれた政策を進めてきたドイツだが、これまで以上に

その政策への反対が強まるかもしれない。その政策の記憶のために、そしてまた、本号の

最初に日本哲学会 2016年度大会シンポジウム「哲学の政治責任――ハイデガーと京都学

派」の提題者のひとりとして報告した品川の発表原稿を掲載していることから、本号の表

紙にこの写真を使った。 


